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株式会社ニコン・トリンブルは 2007 年10 月2 日から、地籍調査業務に向けた事務処理ソフトウェア 

「地籍調査支援システム Ver2.00」の販売を開始しましたので、お知らせいたします。 

 

[地籍調査支援システムの製品概要]  

「地籍調査支援システム」は、地籍調査業務（Ｂ工程・E 工程・Ｈ工程）における事務処理作業を支援するソフト  

ウェアシステムです。 

今回リリースの Ver2.00 では、町村合併に伴うデータ移行処理を円滑におこなうために、地籍情報に関する 

地区コードや所有者コードなどの管理体系を拡張するとともに、地籍2000 フォーマットへの対応、所在・地  

目・所有者の一括変更機能を搭載しました。 

 

[特長]  

・地区コードおよび所有者コードの拡張 

従来の地区コード管理（5 桁）を改訂。大字コード（5 桁）、小字コード（4 桁）に管理体系を変更し、従来の所

有者コード（10桁）も、12桁まで登録・管理できるよう拡張しました。これにより、町村合併後のコードの振り

なおし作業において、コード桁数が不足することなく事務処理業務を円滑に実施することが可能です。 

 

・地籍2000 フォーマットに対応 

測量システムとデータ連携を目的として、地籍 2000 フォーマットのうち、「地区別情報ファイル(hed)」「筆属

性情報ファイル（atr）」「共有者情報ファイル(cos)」の読み込み・書き出しに対応しました。 

  

・所在、地目、所有者の一括変更機能 

対象となる調査票を複数選択することによる、所在・地目・所有者の一括変更（異動）が可能になりました。   

これにより、町村合併における事務処理作業において所在変更が発生した場合など、一括変更処理が行   

え、作業効率が大幅にアップします。 

 

[出力が可能な書式・帳票類]  

・Ｂ工程事務支援・・・面積別筆数調書、中央値面積調書、各種算定簿作成など 

・Ｅ工程事務支援・・・調査票入力、調査票データからの自動作成（調査票/共有者名簿/土地所有者名簿/ 

土地立会確認書/宛名シール/委任状/標礼/通知書/個人別土地台帳/各種集計表など） 

・Ｈ工程事務支援・・・調査票データからの自動作成（調査票/調査結果閲覧表/地籍簿（案）/異動項目別筆 

数調書/地目別筆数面積変動表/不用許可転用届書/各種リスト） 

 

＜使用にあたってのご注意＞ 

旧バージョン（Ver1.1）のデータを本バージョンへコンバートされた場合、コンバート後のデータは旧バージョン

では扱えませんのでご注意ください。なお、本バージョンのご使用前に、旧バージョンでのデータバックアップ

を推奨いたします。 

 

なお、本製品は Trimble ブランドとして、ニコン・トリンブルの販売ネットワークから出荷されます。 

 



■この件に関するお問い合わせ 

株式会社ニコン・トリンブル サーベイ営業部（TEL：03-5710-2596） 


